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内容要旨 

【背景・目的】 

全身性エリテマトーデス（SLE）は長期にわたる疾患であり主治医変更が

多くなることがある。本研究では SLE発症後の主治医の人数が臓器障害と

関連するかどうかを検討した。 

【方法】 

14施設コホートに登録され罹病期間 6ヶ月から 10年の SLE患者を対象と

した。要因は発症後からの主治医人数とした。主要転帰は SLE Damage Index

（SDI）とした。副次転帰は，ステロイド関連障害とした。多重ロジステ

ィック回帰を用い、年齢、性別、罹病期間、SLE による入院回数、診断時

の疾患活動性、Emotional Health の交絡因子を調整し、主治医の数と SDI

との関連を横断的に解析した。 

【結果】702 人の参加者のうち、年齢中央値は 46歳（四分位範囲 35-58）、

86.5％が女性であった。罹病期間は 7.3 年（4.3-11.3）、SLE による入院

数は 1（1-3）、主治医数は 3（2-4）、SDI は 0（0-1）であった。主治医の

数は SDI と有意に関連していた（オッズ比［OR］1.14（95％信頼区間［CI］

1.03-1.26））。副次的アウトカムで、主治医の数は副腎皮質ステロイド関

連障害と有意に関連していた（OR 1.22，95%CI 1.09-1.38）。 

【考察】本研究により主治医の数が増えるにつれて SDI が増加する可能性

が示された。主治医変更は、疾患においてもより注目されるべきテーマで

ある。 


